
参考資料 

 

◎L8020 乳酸菌の発見の経緯 

 

1）う蝕の罹患歴の無い人 12 歳から 60 歳の 13 人の人の唾液の中から 42 種類の乳酸菌を採取 

2）その中から虫歯の原因の一つであるミュータンス菌の抑制作用のある乳酸菌を 3 つピックアップ 

3）別の虫歯菌や歯周病菌の抑制状況を見極め、また口腔内のかびに対する抑制効果を確認する 

ことで、乳酸菌の主体が酸でないことも確認 

 

この過程を経て選ばれた乳酸菌が、ラクトバチルス・ラムノーザス K03 株でありその株を、80 歳で 

20 本の歯をもつ願いをこめて L8020 乳酸菌（広島大学の登録商標）と名付けたものです 

 

1）42 種類の乳酸菌のミュータンス菌抑制作用を検証 

 

2）別のむし歯菌である S.sobirinus、歯周病菌（P.gingivalis）に対する抗菌作用を示した 3 つの株（KO3、YU3、

YU4）をピックアップ 

 
  

歯周病菌（P.gingivalis）に対する抑制効果 

42 種類の乳酸菌のむし歯菌（Streptococcus mutans）に対する抑制作用 



3）口腔内のカビ（C.albicans）に対する抗菌作用を確認することで、効果の主体が酸でないことを確認。 

 

 

 

 

 

4）上記結果から KO3 株（ラクトバチルス・ラムノーザス K03 株）を選出。L8020 乳酸菌と命名。 

 

参考サイト：広島大学発 医療ベンチャー 株式会社キャンパスメディコ 

       http://www.campusmedico.jp/index.html 

 

 

 

 
3 株とも抑制

している 

カンジダバイオフィルム（C.albicansGDH18 株）

に対する抑制効果 


